
〔問１〕 

次の（１）から（ 20 ）の問いに答えよ。 

著作権保護のため、非公表（択一式 20問） 

次ページ以降に例題を掲載しています。 

〔問２〕 

次の文章を読んで、問いに答えよ。 

 近年、全国各地で台風や豪雨などによる自然災害が多く発生し、今後も、気候変動による

自然災害の頻発化・激甚化が懸念されています。 

また、将来、南海トラフ地震や活断層による地震などが発生する可能性があり、大きな被

害も想定されています。 

このような自然災害に対して、府民の安全・安心を守るための対策が求められますが、大

阪府の技術職員としてあなたが考える道路、河川、下水、公園などの都市基盤施設における

具体的な対策について、ハード面・ソフト面の両面から理由も含めて述べなさい。 

土造－1

※令和６年度より試験科目を変更します
　詳細はこちら

https://www.pref.osaka.lg.jp/jinji-i/saiyo/06_shikenhenkou.html


以下の問題は例題です。（令和３年度大阪府職員採用試験で実際に出題された問題とは限りません。)

例題１

【正答：４】
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公園の都市計画決定に関する次の記述のうち妥当なのはどれか。

１．面積の大小にかかわらず，総合性，一体性の観点から都市計画の決定はすべて都

道府県が行う。

２．都市計画を決定しようとするときは，あらかじめ収用委員会の裁決を得なければ

ならない。

３．都市計画を決定しようとするときは，都市計画の案をあらかじめ公衆の縦覧に供

しなければならない。

４．都市計画を決定することができるのは市街化区域内又は用途地域内であり，市街

化調整区域において決定することはできない。

５．都市計画決定された公園の区域は，人口等の推移を勘案し５年ごとに見直さなけ

ればならない。

例題２

【正答：３】
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